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数 学

１ 学習指導要領改訂の趣旨

平成28年12月の中央教育審議会答申では 「数学の学習に対する意欲が高くないこと」、

や「事象を式で数学的に表現したり論理的に説明したりすること」が課題として指摘され

ている。こうしたことを踏まえ、数学的に考える資質・能力を育成する観点から、現実の

世界と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映させることを意図して

数学的活動の一層の充実が図られた。また、社会生活などの様々な場面において、必要な

データを収集して分析し、その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をしたりするこ

とが求められており、そのような資質・能力を育成するため、統計的な内容等の改善・充

実が図られた。

今回の改訂においては、高等学校における数学教育の意義が「実用的な意義 「陶冶」、

的な意義 「文化的な意義」の３つに整理して示されている。」、

実用 数学は社会や生活の中で重要な役割を果たしていることから、高等
的な 学校で数学を学ぶことは、数学を活用して社会をよりよく生きる知恵
意義 を得ることにつながる。

グローバル化や情報化が進展する今日のような時代において、異な
陶冶 った文化的背景や価値観をもった人たちと共に生きていく必要性の高
的な まりを考慮すると、数学の学習を通して育成される、自らの考えや判
意義 断の前提を明確にし、根拠を示しながら考えや判断について的確な説

明をして他に理解を得る力は重要な力である。

文化 数学は、人類が生活や社会を発展させる中で継承され発展してきた
的な ものであり、文化に数学が果たしている役割は重要である。また、現

、 。意義 在も発展を続けており 我々もその発展に寄与することも重要である

２ 改訂の内容

(1) 教科の目標の改善

【数学科の目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

数学における基本的な概念や 数学を活用して事象を論理的 数学のよさを認識し積極的に数
原理・法則を体系的に理解する に考察する力、事象の本質や他 学を活用しようとする態度、粘り
とともに 事象を数学化したり の事象との関係を認識し統合的 強く考え数学的論拠に基づいて判、 、
数学的に解釈したり、数学的に ・発展的に考察する力、数学的 断しようとする態度、問題解決の

、表現・処理したりする技能を身 な表現を用いて事象を簡潔・明 過程を振り返って考察を深めたり
に付けるようにする。 瞭・的確に表現する力を養う。 評価・改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。

今回の改訂では、高等学校数学科の目標について、生きて働く「知識及び技能」の習

得、未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」の育成、学びを人生や社

会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」の涵養の三つの柱に基づいて示して
かん

いる。高等学校数学科の目標をなす資質・能力の三つの柱は、数学的な見方・考え方と

例えば、数学で用いられる論理的な表現を身に

付けておくことが法律の解釈などに役に立つ。

例えば、数学の問題を解こうとして容易に解

けないとき、具体的な数値や図形を使って考え

たり、いくつかの場合を書き出してみたりして

根気強く考え続け、問題が解けたとき得られる

喜びは大きな自信につながる。その自信が新た

な問題に向かう意欲を育てることになる。

例えば、数学的な見方・考え方が使われる

ようなゲームやパズルの構造や戦法などを考

えることによって、数学的な思考を楽しみ、

知的な喜びを得ることができる。
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数学的活動に相互に関連をもたせながら、全体として育成されることに配慮する必要が

ある。

「数学的な見方・考え方を働かせ」については 「数学的な見方・考え方」を「事象、

を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的、体系的

に考えること」として整理した上で、数学的に考える資質・能力の育成に関して、数学

の様々な領域において広く働かせるものである。

「数学的活動を通して」については、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、

問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行する数学的活動を通して、学習を展開する

ことを一層重視している。

「数学的に考える資質・能力を育成すること」については、高等学校数学科の目標で

示された三つの柱で整理された算数・数学教育で育成を目指す力である「数学的に考え

る資質・能力」を、数学の学習の基盤とするだけではなく、教科等の枠を越えて全ての

学習の基盤として育んでいくことが大切である。

(2) 科目の改善

ア 科目構成

改 訂 現 行

科 目 名 標準単位数 科 目 名 標準単位数

数 学 Ⅰ ３ 数 学 Ⅰ ３

数 学 Ⅱ ４ 数 学 Ⅱ ４

数 学 Ⅲ ３ 数 学 Ⅲ ５

数 学 Ａ ２ 数 学 Ａ ２

数 学 Ｂ ２ 数 学 Ｂ ２

数 学 Ｃ ２ 数学活用 ２

・ 数学活用」を廃止して 「数学Ｃ」を新たに設けた。「 、

・必履修科目は 「数学Ⅰ」とした。、

・ 数学Ⅰ 「数学Ⅱ 「数学Ⅲ」は、この順に履修することを原則とした。「 」、 」、

・ 数学Ａ」は「数学Ⅰ」と並行履修、又は「数学Ⅰ」の履修の後の履修を原則とした。「

・ 数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は 「数学Ⅰ」の履修の後の履修を原則とした。「 、

・ 数学Ｂ」と「数学Ｃ」の間に履修の順序は規定しておらず、生徒の特性や進路、「

学校の実態などに応じて、例えば 「数学Ｂ」と「数学Ｃ」を並行して履修するこ、

とや「数学Ｂ」を履修せずに「数学Ｃ」を履修することなどを可能とした。

イ 各科目の特徴

＜数学Ⅰ＞

【数学Ⅰの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

数と式、図形と計量、二次関 命題の条件や結論に着目し、 数学のよさを認識し数学を活
数及びデータの分析についての 数や式を多面的にみたり目的に 用しようとする態度、粘り強く
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基本的な概念や原理・法則を体 応じて適切に変形したりする力 考え数学的論拠に基づいて判断、
系的に理解するとともに、事象 図形の構成要素間の関係に着目 しようとする態度、問題解決の
を数学化したり、数学的に解釈 し、図形の性質や計量について 過程を振り返って考察を深めた
したり、数学的に表現・処理した 論理的に考察し表現する力、関 り、評価・改善したりしようと

。りする技能を身に付けるように 数関係に着目し、事象を的確に する態度や創造性の基礎を養う
する。 表現してその特徴を表、式、グ

ラフを相互に関連付けて考察す
る力、社会の事象などから設定
した問題について、データの散
らばりや変量間の関係などに着
目し、適切な手法を選択して分

析を行い、問題を解決したり、
解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

内容の構成と取扱・

「データの分析」では 「仮説検定の考え方」を取り扱うこととしている。実際、

的な場面を考慮し、具体例を通して「仮説検定の考え方」を直観的に捉えさせるよ

う配慮する。

＜数学Ⅱ＞

【数学Ⅱの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

いろいろな式 図形と方程式 数の範囲や式の性質に着目し 数学のよさを認識し数学を活、 、 、
指数関数・対数関数、三角関数 等式や不等式が成り立つことな 用しようとする態度、粘り強く
及び微分・積分の考えについて どについて論理的に考察する力 柔軟に考え数学的論拠に基づい、
の基本的な概念や原理・法則を 座標平面上の図形について構成 て判断しようとする態度、問題
体系的に理解するとともに、事 要素間の関係に着目し、方程式 解決の過程を振り返って考察を
象を数学化したり、数学的に解 を用いて図形を簡潔・明瞭・的 深めたり、評価・改善したりし
釈したり、数学的に表現・処理 確に表現したり、図形の性質を ようとする態度や創造性の基礎

したりする技能を身に付けるよ 論理的に考察したりする力、関 を養う。
うにする。 数関係に着目し、事象を的確に

表現してその特徴を数学的に考
察する力、関数の局所的な変化
に着目し、事象を数学的に考察
したり、問題解決の過程や結果
を振り返って統合的・発展的に

考察したりする力を養う。

内容の構成と取扱い・

内容 科目構成の考え方

いろいろな式 ・高等学校数学の根幹をなす内容（数学Ⅰの内容を発展・拡充させること
図形と方程式 ができるようにするとともに、数学Ⅲへの系統性を踏まえた内容）で構
指数関数・対数関数 成。
三角関数 ・より多くの生徒の数学的に考える資質・能力を養う。
微分・積分の考え

内容 科目構成の考え方

数と式 ・中学校との接続に配慮した内容で構成。
図形と計量 ・この科目だけで高等学校数学の履修を終える生徒、引き続き数学を履修
二次関数 する生徒の双方に配慮し、全ての生徒に必要な数学的に考える資質・能
データの分析 力の基礎を養う。
【課題学習】
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「いろいろな式」では、従前に引き続き、三次の乗法公式や因数分解の公式に加

えて二項定理を取り扱う。

＜数学Ⅲ＞

【数学Ⅲの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

極限、微分法及び積分法につ 数列や関数の値の変化に着目 数学のよさを認識し積極的に
いての概念や原理・法則を体系 し、極限について考察したり、 数学を活用しようとする態度、
的に理解するとともに、事象を 関数関係をより深く捉えて事象 粘り強く柔軟に考え数学的論拠
数学化したり、数学的に解釈し を的確に表現し、数学的に考察 に基づいて判断しようとする態
たり、数学的に表現・処理した したりする力、いろいろな関数 度、問題解決の過程を振り返っ
りする技能を身に付けるように の局所的な性質や大域的な性質 て考察を深めたり、評価・改善
する。 に着目し、事象を数学的に考察 したりしようとする態度や創造

したり、問題解決の過程や結果 性の基礎を養う。
を振り返って統合的・発展的に
考察したりする力を養う。

・内容の構成と取扱い

「数学Ⅰ 「数学Ⅱ」と同様に、数学的活動を一層重視し、生徒の主体的な学習」

を促し、数学のよさを認識できるようにするとともに、数学的に考える資質・能力

を高めるよう、課題学習を位置付けている。

＜数学Ａ＞

【数学Ａの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

図形の性質、場合の数と確率 図形の構成要素間の関係など 数学のよさを認識し数学を活
についての基本的な概念や原理 に着目し、図形の性質を見いだ 用しようとする態度、粘り強く
・法則を体系的に理解するとと し、論理的に考察する力、不確 考え数学的論拠に基づいて判断
もに、数学と人間の活動の関係 実な事象に着目し、確率の性質 しようとする態度、問題解決の
について認識を深め、事象を数 などに基づいて事象の起こりや 過程を振り返って考察を深めた
学化したり、数学的に解釈した すさを判断する力、数学と人間 り、評価・改善したりしようと

。り、数学的に表現・処理したり の活動との関わりに着目し、事 する態度や創造性の基礎を養う

する技能を身に付けるようにす 象に数学の構造を見いだし、数
る。 理的に考察する力を養う。

内容の構成と取扱い・

内容 科目構成の考え方

極限 ・微分法、積分法の基礎的な内容で構成。
微分法 ・数学に強い興味や関心をもって更に深く学ぼうとする生徒や将来数学が
積分法 必要な専門分野に進もうとする生徒の数学的に考える資質・能力を伸ば
【課題学習】 す。

内容 科目構成の考え方

図形の性質 ・数学Ⅰの内容を補完。

場合の数と確率 ・数学のよさを認識し、数学的に考える資質・能力を養う。

数学と人間の活動
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「 」 、 、 、数学と人間の活動 では 整数の約数や倍数 ユークリッドの互除法や二進法

平面や空間において点の位置を表す座標の考えなども取り扱い、人間が数や空間な

どをどのように捉えてきたかを歴史的な視点なども交えて考察させる。

＜数学Ｂ＞

【数学Ｂの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

数列、統計的な推測について 離散的な変化の規則性に着目 数学のよさを認識し数学を活

の基本的な概念や原理・法則を し、事象を数学的に表現し考察 用しようとする態度、粘り強く
体系的に理解するとともに、数 する力、確率分布や標本分布の 柔軟に考え数学的論拠に基づい
学と社会生活の関わりについて 性質に着目し、母集団の傾向を て判断しようとする態度、問題
認識を深め、事象を数学化した 推測し判断したり、標本調査の 解決の過程を振り返って考察を
り、数学的に解釈したり、数学 方法や結果を批判的に考察した 深めたり、評価・改善したりし
的に表現・処理したりする技能 りする力、 日常の事象や社会の ようとする態度や創造性の基礎
を身に付けるようにする。 事象を数学化し、 問題を解決し を養う。

たり、解決の過程や結果を振り
。返って考察したりする力を養う

・内容の構成と取扱い

「統計的な推測」では、区間推定及び仮説検定も取り扱う。また、「数学と社会生

」 、 。活 では 散布図に表したデータを一次関数などとみなして処理することも取り扱う

＜数学Ｃ＞

【数学Ｃの目標】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

ベクトル、平面上の曲線と複 大きさと向きをもった量に着 数学のよさを認識し数学を活
素数平面についての基本的な概 目し、演算法則やその図形的な 用しようとする態度、粘り強く
念や原理・法則を体系的に理解 意味を考察する力、図形や図形 柔軟に考え数学的論拠に基づい
するとともに、数学的な表現の の構造に着目し、それらの性質 て判断しようとする態度、問題
工夫について認識を深め、事象 を統合的・発展的に考察する力 解決の過程を振り返って考察を、
を数学化したり、数学的に解釈 数学的な表現を用いて事象を簡 深めたり、評価・改善したりし
したり、数学的に表現・処理し 潔・明瞭・的確に表現する力を ようとする態度や創造性の基礎

たりする技能を身に付けるよう 養う。 を養う。
にする。

・内容の構成と取扱い

内容 科目構成の考え方

数列 ・数学的な素養を広げるとともに、知識や技能などを活用して問題解決や

統計的な推測 意思決定をすることなどを通して数学的に考える資質・能力を養う。

数学と社会生活

内容 科目構成の考え方

ベクトル ・数学的な素養を広げるとともに、数学的な表現の工夫を通して数学的に
平面上の曲線と複素数 考える資質・能力を養う。
平面
数学的な表現の工夫
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今回の改訂で 「数学Ｃ」を新設し、従前の「数学Ⅲ」の「平面上の曲線と複素、

数平面」及び「数学Ｂ」の「ベクトル」を「数学Ｃ」に移行するとともに、従前の

数学活用 の 社会生活における数理的な考察 の 数学的な表現の工夫 を 数「 」 「 」 「 」 「

学Ｃ」に移行した 「数学的な表現の工夫」では、工夫された統計グラフや離散グ。

ラフ、行列などを取り扱う。

３ 質疑応答

問１ 「数学活用」を廃止した理由は、どのようなものか。

「数学活用」は、生徒の数学的活動を一層重視し、具体的な事象の考察を通して数学

への興味や関心を高め、数学をいろいろな場面で積極的に活用できるようにすることを

ねらいとして設けられた科目であった。しかし、実際に履修した生徒があまり多くなか

ったことに加え、今回「数学活用」のねらいを含む「理数探究基礎」及び「理数探究」

、「 」 「 」 、が新設されることになったことから 数学活用 を廃止して 数学Ｃ を新たに設け

「数学活用」の内容を「数学Ａ 「数学Ｂ 「数学Ｃ」の各科目の性格を踏まえて、」、 」、

それらの科目に移行することとした。

問２ 「ベクトル」が「数学Ｂ」から「数学Ｃ」に移行された理由は、どのような

ものか。

今回の改訂では 「数学Ｂ」と「数学Ｃ」の性格を次のように整理している。、

数学Ｂ: 「数学Ⅰ」より進んだ内容を含み、数学的な素養を広げるとともに、数学の知

識や技能などを活用して問題解決や意思決定をすることなどを通して数学的に

考える資質・能力を養う。

数学Ｃ 「数学Ⅰ」より進んだ内容を含み、数学的な素養を広げるとともに、数学的な:

表現の工夫を通して数学的に考える資質・能力を養う。

「数学Ｃ」の性格を踏まえ 「ベクトル」を「数学Ｃ」に移行することとした。、

問３ 「課題学習」の位置付け等の変更点は、どのようなものか。

課題学習は、数学的活動を一層重視し、生徒の主体的な学習を促し、数学のよさを認

、 。識できるようにするとともに 数学的に考える資質・能力を高めるよう位置付けている

従前の学習指導要領では 「数学Ⅰ 「数学Ａ」において位置付けていたが、今回の、 」、

改訂では 「数学Ⅰ 「数学Ⅱ 「数学Ⅲ」に位置付けている。、 」、 」、
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４ 新学習指導要領を踏まえた現行学習指導要領における実践

(1) 「北海道高等学校学力向上実践事業」学力テストの分析

「確かな学力」を育成する取組として、目的や対象を明確にしたモデルを設定し、各

モデルに応じて授業や家庭学習等で活用できる実用的な教材の開発及び生徒の学習内容

の定着状況を把握するための学力テストを行っている。学力テストは、道立高等学校等

、 （ ）、の第１学年を対象に 各学校が生徒の状況に応じてコアアビリティモデル Ｃモデル

ベーシックモデル（Ｂモデル）及びアドバンストモデル（Ａモデル）の３つのモデルの

中から選択して実施している。

平成29年度に実施した学力テストの各モデルにおける全道の概況及び課題について

は、次のとおりである。

ア 全道の概況

各モデルの領域別正答率を平成28年度の数値と比較した結果は次のとおりである

（表１ 。）

(ｱ) Ｃモデル

・ 図形の性質」の正答率が上昇「

・ データの分析」及び「整数の性質」の正答率が下降「

(ｲ) Ｂモデル

・正答率が大きく変化している領域はない。

(ｳ) Ａモデル

・ 整数の性質」の正答率が上昇「

イ 課題

各モデルにおいて、平成28年度の数値と比較し、課題と考えられる事項は次のとお

りである。

(ｱ) Ｃモデル

「 」、「 」 「 」 （ ）・ データの分析 整数の性質 及び 図形の性質 における無解答率が上昇 表２

このことから基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図るとともに、知的

好奇心や粘り強く考え抜く力を育成する必要がある。

表１ 各モデルにおける領域別正答率

数と式 図形と計量 二次関数 整数の性質 図形の性質

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

Ｃモデル 66.6 67.5 61.9 61.2 51.6 51.3 65.5 62.4 52.1 52.6 62.6 53.5 44.8 47.7

Ｂモデル 42.0 42.5 27.6 27.4 23.9 24.1 25.0 25.1 27.6 27.4

Ａモデル 46.9 47.8 40.4 40.1 21.0 21.7 25.3 31.9

データの分析 場合の数と確率

表２ Ｃモデルにおける領域別無解答率

数と式 図形と計量 二次関数 整数の性質 図形の性質

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

Ｃモデル 2.7 1.3 3.6 2.6 4.1 2.9 5.3 7.0 6.5 4.8 9.7 19.3 10.8 12.5

データの分析 場合の数と確率
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5.4

15.6

37.1

41.9

そう思う

どちらかと
いえばそう
思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない

(ｲ) Ｂモデル及びＡモデル

・ 数学的な見方や考え方」「

の正答率において、平成28

年度より改善が見られるも

のの、他の観点に比べて数

値が低い（表３ 。）

このことから、数学を活用

して事象を論理的に考察する

力や統合的・発展的に考察す

る力を育成する必要がある。

ウ 学習状況等調査について

「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で

活用できないか考える」の設問において 「そう思、

う」又は「どちらかといえばそう思う」の肯定的な

回答をした生徒の割合が、20％程度にとどまってお

り、日常生活や社会の事象などを数理的に捉え、数

学的に表現・処理し、問題を解決する力を育成する

必要がある（グラフ 。）

エ 改善の方向性

今回の高等学校学習指導要領の改訂

では、数学的に考える資質・能力を育

成する上で、数学的な見方・考え方を

働かせた数学的活動を通して学習を展

開することを一層重視している。

また 「日常生活や社会の事象などを、

、 、数理的に捉え 数学的に表現・処理し

問題を解決し、解決の過程を振り返り

得られた結果の意味を考察する過程 図（

左側【現実の世界 」と「数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などによって問】）

題を解決し、解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的、体系的に考察する過程（図

右側【数学の世界 」の二つの学習過程を意識することが大切である。】）

課題の改善の方向性として、数学の学習において、数学的な見方・考え方を常に意識

するとともに、数学的な見方・考え方を働かせる機会を意図的に設定することが重要であ

る。実際の授業では、教科書に記載されている「数学的に表現された問題」から取り掛か

り、結果を得て既習の知識との関係を見直し、さらに問題を発展させて新たな結果を得た

後に日常生活や社会の事象などに活用するなどの進め方も考えられる。現実の世界を反映

した問題を取り扱い、生活や社会との関連を重視した学習は、数学の学習に対する関心や

意欲が高くない生徒にも数学を学習する意義を認識させ、意欲を高め数学的な力を伸ばす

ことにもつながると考えられる。

「数学の授業で学習したことをグラフ
普段の生活の中で活用できないか考える」

図 算数・数学の学習過程のイメージ

（ ）高等学校学習指導要領解説数学編 平成30年３月告示

他の観点より数値が低い

表３ Ｂモデル及びＡモデルにおける観点別正答率

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

Ｂモデル 69.0 66.9 15.4 15.8 20.3 21.0 27.8 29.3

Ａモデル 42.5 45.1 11.0 14.8 25.0 24.4 45.8 52.8

関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

数学的な技

能

数学的な見

方や考え方
知識・理解
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【Ｃモデル指導案・ワークシート】

数学科における北海道高等学校学力向上実践事業における教材の活用

道教委では 「北海道高等学校学力向上実践事業」として、学力テスト及び学習状況、

等調査を実施するとともに、各校における学習指導の充実に向けて、各モデルごとに教

材や指導案、確認テストなどを作成し、ウェブページに掲載している。教材等の一部を

次に示す。

生徒の実態を踏まえて、これらの教材等を活用し、各学校における数学教育の充実を

図ってもらいたい。

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp】【ウェブページＵＲＬ

Ｔｏｐｉｃ

「問題を考えるときの大
切な視点」が示されてお
り、数学的な見方・考え
方を働かせ、問題の解決
に向けて見通しをもち取
り組むことができる。

他の事象との関係を
認識し統合的・発展
的に考察する力を養
う工夫が取り入れら
れている。

【Ｂモデル教材】 【Ａモデル教材】

【出題のねらい】や【学習・指導の
流れ】とともに、【ワークシート】
が作成されており、授業に活用する
ことができる。
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(2) 実践例

ア データの分析から課題を考察する力を育む取組について

新学習指導要領においては、複数の種類のデータを、散らばりや変量間の関係など

に着目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題解決したり、解決の過程や結果を

批判的に考察し判断したりできるようにすることが求められている。

ここでは 「数学Ⅰ」の「データ分析」における課題学習の実践例を示す。、

科目名 数学Ⅰ 単元名 データの分析

単元の目標 統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整理・分析

し傾向を把握できるようにする。

評価の観点 関心・意欲・態度 数学的な技能 知識・理解数学的な見方や考え方

デ ー タ の 散 ら ば 事象をデータを 事 象 を デ ー タ を データの分析にお

り 及 び デ ー タ の 相 用いて考察し、そ 用 い て 表 現 ・ 処 理 ける基本的な概念、

関 に 関 心 を も つ と の傾向などを的確 す る 仕 方 や デ ー タ 原理・法則などを理
評 価 規 準 と も に 、 統 計 的 な に表現することが の 傾 向 を 把 握 す る 解し、知識を身に付

考 え 方 の よ さ を 認 できる。 方 法 な ど の 技 能 を けている。

識 し 、 そ れ ら を 事 身に付けている。

象 の 考 察 に 活 用 し

ようとしている。

配 当 時 間 10時間

指導と評価の計画

時間 学習内容 学習のねらい 評価規準 授業形態 評価方法等

２ データの整理 ○身近なデータを ○データの活用を行 講義 ・活動状況の観察
データの代表値 度数分布表やヒ っている身近な例 ・ワークシートの記

ストグラムに整 から統計的な考え 述内容の点検
理し、データの 方のよさを認識し ・確認テスト
分布を把握する。 ようとしている。

○平均値 中央値 （ ）、 、 関
最頻値の定義や ○データの分析に必
意味を理解し、 要な代表値の意味
それぞれの値を や扱いについて理

。（ ）求めることがで 解している 知
きる。

２ データの散らば ○四分位範囲、四 ○四分位範囲、四分 講義 ・活動状況の観察
りと四分位範囲 分位偏差を求め 位偏差を求めるこ ・ワークシートの記

ることができ、 とができる 述内容の点検。（ ）技
それらを用いて ○四分位範囲、四分 ・確認テスト
データの傾向を 位偏差、箱ひげ図
把握することが を用いて、データ
できる。 の傾向を的確に表

現することができ
る （ ）。 見

２ 分散と標準偏差 ○分散と標準偏差 ○分散と標準偏差を 講義 ・活動状況の観察
を求め、それら 求めることができ ・確認テスト協働学習
を用いてデータ る （ ）。 技
の傾向を把握す ○分散、標準偏差を
るすることがで 用いて、データの
きる。 傾向を的確に表現

す る こ と が で き

る （ ）。 見

２ データの相関 ○散布図と相関係 ○散布図と相関係数 講義 ・活動状況の観察
数の意味を理解 を用いて、データ ・ワークシートの記協働学習
し、それらを用 の傾向を的確に表 述内容の点検
い て デ ー タ の 現することができ
相関を考察する。 る （ ）。 見

２ 課題学習 ○既習事項を活用 ○既習事項を課題解 ・活動状況の観察協働学習
してデータを分 決に活用しようと ・ワークシートの記
析し、課題を考 している （ ） 述内容の点検。 関
察する。 ○データを分析し、

的確に表現するこ
。（ ）とができる 見

： 関心・意欲・態度」 ： 数学的な見方や考え方」 ： 数学的な技能」 ： 知識・理解」関 見 技 知「 「 「 「

〇次の学習指導案を
参照

習得

活用

対話的
な学び

活用 探究

習得

深い
学び

主体的
な学び

対話的
な学び

対話的
な学び

主体的
な学び

活用

「 デー タの分 析」の
主な変更点

○四分位数など（箱ひげ

図を含む 」を中学校）

に移行した。

○「仮説検定の考え方」

を取り扱うこととし

た。実際的な場面を考

慮し、具体例を通して

「仮説検定の考え方」

を直観的に捉えるさせ

るようにした。

習得・活用・探究

中学校数学科
「 デー タの活 用」の

内容

○第１学年では、目的に

応じてデータを収集

し、コンピュータを用

いるなどしてデータを

表やグラフに整理し、

データの分布の傾向を

読み取り、批判的に考

察して判断すること。

○第２学年は、複数の集

団のデータの分布に着

目し、四分位範囲や箱

ひげ図を用いてデータ

の分布の傾向を比較し

て読み取り批判的に考

察して判断すること。

○第３学年では、母集団

から標本を取り出し、

標本の傾向を調べるこ

とで母集団の傾向を推

定し判断したり、調査

の方法や結果を批判的

に考察したりするこ

と。

○「見方・考え方」を、

習得・活用・探究とい

う学びの過程の中で働

かせることを通じて、

より質の高い深い学び

につなげることが重要

である。
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数学科学習指導案

１ 単 元 名 数学Ⅰ データの分析

２ 本時の学習 課題学習 ～データの整理、表現～（本時９・10／10時間）

３ 本時の目標 ・既習事項を課題解決に活用しようとしている。( )関

・データを分析し、的確に表現することができる。( )見

４ ９時間目の展開

評価
過程 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 の

観点

○ 本時のねらい・学習内容の確認導入
５分 「既習事項を活用してデータを分析し、 一斉 ・ねらいや評価規準を明確

課題を考察する 」 にすることで、本時の学。
習に見通しをもたせる。

○ 課題の考察展開
40分

・

・アンケート結果を見て、どの分野で公演 個人 ・データを分析する前に、
を行うのがよいか、直感的な判断で１つ 直感的な判断による自由
に絞ってみる。 な発想で考えさせる。

グル ・グループで表計算ソフト
、ープ を用いてデータを整理し

分析させる。
・満足度、平均年齢、集客率、女性比率、 ・表計算ソフトの使い方に

グッズ投資について、平均値や標準偏差 ついては、情報科との連
などの統計量を求める。 携が考えられる。

関・考察した内容を数学的に
グル 表現し、根拠を明らかにし

見ープ て説明できるよう指示す
る。

・ 、 を通してグループ内で出手順１ 手順２
・考えがイメージできない

た意見をまとめ、根拠を明確にしながら
場合には、考えを引き出発表させる。
す発問をする。

整理 ・他のグループの意見を参考に、改善策に ・複数の視点で考えること
５分 ついて整理する。 の大切さを理解させる。

５ 10時間目の展開

○ 本時のねらい・学習内容の確認導入

５分 「前時で学習したことを、探究的な学習 一斉 ・ねらいや評価規準を明確

へ移行し、問題解決の過程から、批判的に にすることで、本時の学

考察し判断できる 」 習に見通しをもたせる。。

見展開 ○ 探究的な学習の考察

40分

・グループになり、各自が考察した内容を グル

交流する。 ープ

・解決の過程や結果を批判的に考察する。

一斉

・いくつかのグループを指名し、考察した

ことを発表させる。

○ 本時の学習の振り返り整理

５分 ・本時の学習を通して、データの分析につ 個人 ・本時の学習内容を振り返

いて理解したことを整理し、ワークシー り、学習内容の定着を図

トにまとめる。 る。

アンケート結果から各部門ごとにデ手順１

ータを分析してみよう。

模範解答は存在しないが、

答えのない問題に自ら答え

を見いだしていく思考力・

判断力・表現力等の育成に

つなげる。

問題の解決過程を振り返り、

得られた結果の意味を考察す

るなど、探究が可能な課題と

なるよう適切な示唆を与え、

探究的な学習を実施すること

が考えられる。

「あなたは、○○コンサートホールのコンサート企画リーダーです。別に示課題

された表は、昨年実施された全公演のアンケート結果です。アンケート結果のデー
タを基に、来年の集客増加のための方策を考え、企画メンバーにプレゼンテーショ
ンしてみよう 」。

条件
・昨年は「クラシック 「ポップス 「ミュージカル 「アイドル」の４部門で毎」、 」、 」、

。 、 。月公演を行った 来年は この４部門から１分野に特化し公演を行うものとする

来年は、どの部門で公演を行うのが手順２

よいか、データの数値を基に考えてみよう。

前時の で選んだ部門探究的な学習１ 手順２
において、さらに集客を図り、売上げを増や
すために、どのような戦略を立てることがよ
いか考えてみよう。

先に提示したアンケートデ探究的な学習２

ータには、提示していない条件（公演回数の
制限、予算など）がありました。その条件の
基で、再度来年の戦略を考えてみよう。

対話的
な学び

深い
学び

■データを分析し、課題

解決に活用しようとし

ている。

▲それぞれの代表値の違

。いや共通点に着目させる

□観察、ワークシート

■統計量を基に、データ

の傾向を捉え、根拠を

明らかにして的確に表

現できる。

▲統計量が表す意味につ

いて確認し、複数のデ

ータの違いや共通点に

着目させる。

□観察、ワークシート

○本時においては、次の

、 、ような思考力 判断力

表現力等を身に付ける

ことを目指す。

「目的に応じて複数の

の種類のデータを収集

し、適切な統計量やグ

ラフ、手法などを選択

して分析を行い、デー

タの傾向を把握して事

象の特徴を表現するこ

と」

育成すべき資質・能力

■評価規準
▲「努力を要する」

状況と判断した生
徒への手立て

□評価方法

数学的な見方や考え方

関心・意欲・態度

【ワークシート】

【 】アンケート結果

○「問題－計画－データ

－分析－結論」の五つ

の段階からなる。これ

ら一連のプロセスは、

計画を立てながら問題

を見直して修正を加え

たり、グラフを作り直

して分析したり、とき

にはデータを集め直し

たり、相互に関連し、

行き来しながら進むも

のであるが、問題解決

過程において、自分た

ちがどの段階にあるの

かを把握することが大

切である。

統計的探究プロセス

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/h30/docx/04-1data_worksheets.docx
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/h30/xlsx/04-2data_aggregate.xlsx
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イ 数学的活動を充実させる取組について

数学的活動とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、共

働的に解決する過程を遂行することである。新学習指導要領では、数学的に考える資

質・能力を育成する上で、数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習

。 「 」 「 」 。を展開することを一層重視した ここでは 数学Ａ の 整数の性質 の実践例を示す

（ 、 ）科目名 数学Ａ 単元名 整数の性質 約数と倍数 ユークリッドの互除法
単元の目標 整数の性質について理解を深め、それを事象の考察に活用できるようにする。
評価の観点 関心・意欲・態度 数学的な技能 知識・理解数学的な見方や考え方

整 数 の 性 質 の 考 事 象 を 数 学 的 に 整 数 の 性 質 に お 整数の性質におけ
え 方 に 関 心 を も つ 考 察 し 表 現 し た い て 、 事 象 を 数 学 る基本的な概念、原
と と も に 、 数 学 の り、思考の過程を 的 に 表 現 ・ 処 理 す 理・法則などを理解

評 価 規 準 よ さ を 認 識 し 、 そ 振り返り多面的・ る 仕 方 や 推 論 の 方 し、知識を身に付け
れ ら を 事 象 の 考 察 発展的に考えたり 法 な ど の 技 能 を 身 ている。
に 活 用 し よ う と す することなどを通 に付けている。
る。 して、整数の性質

における数学的な
見方や考え方を身
に付けている。

配 当 時 間 ６時間
指導と評価の計画

時間 学習内容 学習のねらい 評価規準 授業形態 評価方法等
１ 約数と倍数 ○約数と倍数の特 ○約数と倍数の特徴 講義 ・活動状況の観察

徴や性質につい や性質について理 ・確認テスト
て考察する。 解し、倍数の判定

法などを理解して
いる （ ）。 知

１ 最大公約数・最 ○素因数分解を利 ○素因数分解を利用 講義 ・活動状況の観察
小公倍数 用して最大公約 して最大公約数・ ・ワークシート等の

数・最小公倍数 最小公倍数を求め 記述内容の点検
を求めることに る方法を理解して
ついて考察する。 いる （ ）。 知

○互いに素である ○互いに素な整数の
整数の特徴や性 性質を利用して、
質について考察 簡単な倍数の性質
する。 に関する問題の証

。（ ）明ができる 技

１ 整数の割り算と ○整数の割り算に ○整数 を正の整数 講義 ・活動状況の観察a
商・余り おける商と余り で 割 る 割 り 算 ・ワークシート等のb

がもつ特徴や性 を、 と の間に 記述内容の点検a b
質について考察 成り立つ等式とし
する。 て捉えることがで

きる （ ）。 知
○整数をある正の整

数で割った余りを
分類して、簡単な
整数の性質に関す
る問題の証明がで
きる （ ）。 技

１ ユークリッドの ○中学校の学習事 ○ユークリッドの互 講義 ・活動状況の観察
互除法 項を活用し、ユ 除法を用いて最大 ・ワークシート等の協働学習

ークリッドの互 公約数を求めるこ 記述内容の点検
。（ ）除法を用いた最 とができる 技

大公約数を求め ○ユークリッドの互
方の有用性につ 除法を、日常の課
いて考察する。 題解決に活用しよ

うとしている。
（ ）関

１ １次不定方程式 ○１次不定方程式 ○１次不定方程式を 講義 ・活動状況の観察
の解法や、それ 特徴や性質を理解 ・確認テスト
を利用した課題 し、解くことがで
を考察する。 きる （ ）。 技

○整数に関する問題
を、１次不等式に
帰着させることが
でき、問題を解く
ことができる。
（ ）技

１ 課題学習 ○整数の性質を活 ○整数の性質を事象 講義 ・活動状況の観察
用した課題を考 の考察に活用しよ ・ワークシート等の協働学習
察する。 う と し て い る 。 記述内容の点検

（ ）関
○整数の性質や定理

を活用し、課題を
考察することがで
きる （ ）。 見

： 関心・意欲・態度」 ： 数学的な見方や考え方」 ： 数学的な技能」 ： 知識・理解」関 見 技 知「 「 「 「

〇次の学習指導案を

参照

習得

習得

活用 探究

活用 探究

主体的
な学び

深い
学び

対話的
な学び

対話的
な学び

主体的
な学び

深い
学び

習得

習得 指導計画作成上の配
慮事項

数学的活動の配慮事項

○主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善

・単元など内容や時間

のまとまりを見通し

て、その中で育む資

質・能力の育成に向

けて、数学的活動を

通して、生徒の主体

的・対話的で深い学

びの実現を図るよう

にすること。

・その際、数学的な見

方・考え方を働かせ

ながら、日常の事象

や社会の事象を数理

的に捉え、数学の問

題を見いだし、問題

を自立的、協働的に

解決し、学習の過程

を振り返り、概念を

形成するなどの学習

の充実を図ること。

○各科目の指導に当た

っては、数学を学習

する意義などを実感

できるよう工夫する

とともに、次のよう

な数学的活動に取り

組むものとする。

①日常の事象や社会の

事象などを数理的に

捉え、数学的に表現・

処理して問題を解決

し、解決の過程や結

果を振り返って考察

する活動。

②数学の事象から自ら

問題を見いだし解決

して、解決の過程や

結果を振り返って統

合的・発展的に考察

する活動。

③自らの考えを数学的

に表現して説明した

り、議論したりする

活動。
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数学科学習指導案

１ 単 元 名 数学Ａ 整数の性質（約数と倍数、ユークリッドの互除法）
２ 本時の学習 ユークリッドの互除法（本時４／７時間）

。（ ）３ 本時の目標 ・ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を求めることができる 技
・ユークリッドの互除法を、日常の課題解決に活用しようとしている。

（ ）関
４ 本時の展開

評価
過程 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 の

観点

○ 本時のねらい・学習内容の確認導入

10分 「中学校の学習事項を活用し、ユークリ 一斉 ・ねらいや評価規準を明確

ッドの互除法を用いた最大公約数の求め方 にすることで、本時の学

の有用性について考察する 」 習に見通しをもたせる。。

○ 中学校の復習

中学校の学習事項を基に、２つの整数の

最大公約数を求める。

○ 課題１の考察展開

35分

・ ２）は、２数の差と最大公約数の関係 ペア ・最大公約数で２数を割る（

に着目し、ペアで考察する。 と余りがなくなることに

（思考の過程） 気付き、ユークリッドの

①437から69を6回ひくことから、 互除法の考えを導く。

437－69×6＝23に気付く。 ・整式の除法の性質に基づ

②437＝69×6＋23 いていることを認識させ

③437÷69＝6余り23 る。

技○ 課題２の考察

個人 ・個人の考察後に、ユーク

リッドの互助法を用いた

・ を踏まえ、個人で考察する。 最大公約数の求め方をま課題１

とめる。

関○ 課題３の考察

・グループ（３～４人）になり、それぞれ グル ・考察した内容を数学的に

が考察した内容を交流する。 ープ 表現し根拠を明らかにして

。・ユークリッドの互除法を用いて縦と横の 説明できるよう指示する

長さの最大公約数を求める。また、２数

の公約数から１cm、２cm、７cm、14cmに

切り取ることができ、それぞれの場合で

何人分に切り分けることができるかを考

える。

・課題３と同様に、１辺が○ 探究的な学習の考察

何mmに切り分けることが

個人 でき、それぞれの場合で

何個に切り分けることが

できるかを考察させる。

・課題３を発展し、３つの整数の最大公約

数の求める方法について考える。

○ 本時の学習の振り返り整理

５分 ・本時の学習を通して、ユークリッドの互 個人 ・本時の学習内容を振り返

除法について理解したことを整理し、ワ り、学習内容の定着を図

ークシートにまとめる。 る。

「437と69の最大公約数を、ユークリ課題２

ッドの互除法で求めよう 」。

探究的な学習

縦148mm、横222mm、高さ74mmの豆腐を、全「

て同じ大きさのサイコロ状（立方体）に切り
分けるとき、一辺の長さは何mmにすることが
できるか考えよう 」。

「437と69の最大公約数を、次の方法課題１

で求めよう 」。
（１）素因数分解
（２）素因数分解以外

「給食で寒天ゼリーを配膳することになった。寒天ゼリーは縦56cm、横70cm課題３

の米飯配膳用アルミ箱に入っており、上から見たときに一辺の長さが全て同じ正方形
。 。 、になるように切り分けたい 一辺が何cmの正方形に切り分けることができるか また

それぞれ場合で何個に切り分けることができるか考えよう。ただし、整数値で考える
ものとする 」。

対話的
な学び

素因数分解を用いた最大公約

数の求め方を確認し、異なる

視点から課題を解決するよさ

を認識することにつなげる。

深い
学び

日常場面を想定して、実人数

に応じた切り分け方を考察さ

せる。

日常生活における問題の解決
に活用することにより、数学
のよさを認識することにつな
げる。

■ユークリッドの互除法

の原理を理解し、互除

法を用いて２数の最大

公約数を求めることが

できる。

▲割り算を繰り返して余

りが０になったときの

割る数が、２つの整数

の最大公約数であるこ

とを具体例を通して確

認する。

□観察、ワークシート

数学的な技能

■日常生活における数学

的な側面に着目し、ユ

ークリッドの互除法を

用いて課題の解決に向

けて考察しようとして

いる。

▲簡単な数値を用いて、

具体的に切り分けるこ

とを考えさせる。

□観察

関心・意欲・態度

○本時においては、次の

、 、ような思考力 判断力

表現力等を身に付ける

ことを目指す。

「パズルなどに数学的

な要素を見いだし、目

的に応じて数学を活用

して考察すること」

育成すべき資質・能力

■評価規準
▲「努力を要する」

状況と判断した生
徒への手立て

□評価方法

数学的活動の充実

【ワークシート】

○数学的な問題発見・

解決の過程では、主

として日常生活や社

会の事象に関わる過

程と、数学の事象に

関わる過程の二つの

問題発見・解決の過

程を考え、これらの

各場面において言語

活動を充実し、それ

ぞれの過程を振り返

り、評価・改善して

学習の質を高めるこ

とを重視している。

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/h30/docx/05-1Euclid_worksheets.docx

